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公共工事の施工時期平準化について

１．現状における課題
市の会計は単年度会計であり、原則として新たな年度になってからの入

札、契約の手続きとなります。市としては、建設業協同組合などからの要望
もあり、できるだけ早期発注に努めていますが、年度当初からの工事着手
が難しく、逆に年度後半に工事の稼働が集中する傾向にあります。
建設業の人出不足を背景に、今年度は市発注の工事であっても、繁忙

期には、技術者を配置できない等の理由で、入札の不調や入札を辞退す
る案件が発生しており、事業への影響が顕在化してきています。
安定的に工事を発注し、確実な施工と品質を確保するためには、年間を

通じて、施工の時期や発注する工事量を平準化する取り組みが必要で
あると考えています。
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２．平準化に向けた取り組み

施工の時期や発注する工事量の偏りを平準化する取り組みとして、国や県でも推進しており、県内の他市でも取り組みが広がっ
ている「ゼロ市債」を活用します。
「ゼロ市債」とは、前年度は事務手続きのみで支出はなく（ゼロ）、翌年度以降の支出となる市（市）の債務負担行為（債）

をいいます。例年4、5月に発注していた土木工事等の一部について、年度会計の例外である債務負担行為を前年度に設定する
ことで、新年度の工事発注の入札や契約を前年度中に行い、新年度早々に工事着手を可能にするものです。
施工の時期や発注する工事量を平準化することにより、年間を通じて安定的に工事を発注でき、確実に事業を進捗させること
ができます。また、受注者にとっては、効率的に人員を活用でき、経営の安定化や⾧時間労働の抑制に繋がります。
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（１）ゼロ市債の活用・効果
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（２）ゼロ市債活用のスケジュール

（３）ゼロ市債活用の対象と手続き

３．債務負担行為内容

①ゼロ市債を活用する対象は、年間を通じて発注件数が多い道路改良等の土木工事と下水道工事とします。
②２月上旬頃、建設業者に 「ゼロ市債の活用による早期発注のお知らせ」を送付、市ホームページにも掲載して周知します。
③入札の公告や指名通知を行う際、ゼロ市債を活用する工事については、工事名に「ゼロ市債」と明記します。
④対象工事の前払いや中間払い、部分払いの請求ができるのは、発注翌年度の４月１日以降になります。

今後は、毎年前年度の10月下旬頃から、施工箇所の選定、設計、積算を行い、１月臨時会にて、債務負担行為の議決
をいただき、３月上旬頃に入札、契約を行い、工事を発注する予定です。
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事業名 限度額 事業内容 担当課

議案番号３号
一般会計

道路改良事業（ゼロ市債） 100,000千円 老朽化した道路側溝の整備工事や
未舗装道路の舗装工事を実施

土木課

議案番号４号
下水道事業会計

公共下水道整備（未普及対策）
事業（ゼロ市債）

69,000千円 汚水処理施設整備構想に基づく、
集合処理区域の下水道整備を実施 下水道課


